
授業科目 統計情報処理

【担当教員名】 対象学年 2 I 対象学科 i 栄養

＜遠概藤要＞：三王詈::t冒:1三三旦三：三
＜一般目標： GIO>

証拠に基づいた医療である E8 M (Evidence-based Medicine)を用いたティーム医療に参加するために｀

その原理としての疫学的考え方を理解して、各種疾病の特徴を熟知する。

＜行動目標： SBO>

1.証拠に基づいた医療であるEBMの亘要性を説明できる。

2.疫学研究で用いられる指標を列挙できる。

3.各種疾病の原因を説明できる。

4.各種疾病の予防対策を立てることができる。

5.常に証拠に基づいて議論する習慣を身につける。

回

数
授業計画又は学習の主題 S80 

番号 学習方法・学習課題

11生存分析の方法 l生命表の原理、生存分析の方法論について学ぶ。 11講義1生存分析の応用 カブランーマイヤー法を用いてEBMの実例を学ぶ。 1,2演習---}涵蘊涵m--|―函寧蕊蕊万、――示冠琴芦詞伝―ぷ―--------------—+-―命面窃冗環面―-----------
41感染症2 小グルーブ活動 1-51小グルーブ活動
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【使用図書】

教科書

く書名＞ ＜著者名＞ く発行所＞

はじめて学ぶやさしい疫学 田中平三｀能勢隆之編 南江堂

く発行年・価格•その他＞

2005年第4刷、 ¥1800十税

参考書
疫学・基礎から学ぶために 日本疫学会編 南江堂 1999年第4刷、 ¥2800十税

その他の資料

【評価方法】

1. 第2回目には演習課題を提出する。

2. 最終的にレポートによって評価する。

【履修上の留意点】

※グルーブ分けは第2回目の終了前に発表する。
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